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(百万円未満切捨て)
１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 555,517 3.6 76,313 40.4 88,123 47.2 52,814 △5.0

2024年３月期 536,441 10.1 54,369 83.6 59,877 99.5 55,580 71.7
(注) 包括利益 2025年３月期 60,589百万円(△13.7％) 2024年３月期 70,234百万円( 79.4％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 142.42 142.27 8.8 7.3 13.7

2024年３月期 145.79 145.53 9.8 4.9 10.1
(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 12,260百万円 2024年３月期 6,933百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 1,205,726 602,878 49.9 1,646.23

2024年３月期 1,225,103 600,824 48.5 1,582.36
(参考) 自己資本 2025年３月期 601,547百万円 2024年３月期 593,918百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 89,564 △25,955 △94,909 41,834

2024年３月期 56,895 △27,015 △68,485 72,390

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － 12.00 － 22.00 34.00 12,842 23.3 2.3

2025年３月期 － 24.00 － 30.00 54.00 19,866 37.9 3.3

2026年３月期(予想) － 30.00 － 30.00 60.00 34.5



３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 557,000 0.3 78,000 2.2 74,000 △16.0 60,000 13.6 173.71
総額売上高（「収益認識に関する会計基準」等を適用しなかった場合の売上高）は1,320,000百万円（対前期増減率
1.3%増）を予想しております。
（注）当社は2025年５月13日開催の取締役会において、自己株式の取得等について決議いたしました。2026年３月期
の連結業績予想における「１株当たり当期純利益」については、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。な
お、当該自己株式の取得については、決算短信（添付資料）「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結 財務諸表
に関する注記事項（重要な後発事象）」をご覧ください。

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 380,262,554株 2024年３月期 397,265,054株

② 期末自己株式数 2025年３月期 14,852,729株 2024年３月期 21,927,440株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 370,841,738株 2024年３月期 381,243,782株



(参考) 個別業績の概要
１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 27,391 △10.2 19,558 △13.0 21,245 △12.6 17,561 △27.9

2024年３月期 30,515 69.6 22,479 132.9 24,317 198.5 24,345 200.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 47.36 47.31

2024年３月期 63.86 63.75

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 640,487 432,982 67.5 1,183.97

2024年３月期 692,377 457,325 66.0 1,217.11

(参考) 自己資本 2025年３月期 432,635百万円 2024年３月期 456,825百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大
きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
「1.経営成績等の概況(4)今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、物価上昇により賃上げの動きが広がり雇用・所得環境の改善が進む中で個人

消費は回復基調で推移しました。また、小売業を含む非製造業は、相対的に堅調な状況が続いており、訪日外国人の増

加は、それを下支えしています。訪日外国人によるインバウンド消費額は年々増加し、2024年度も過去最高を記録しま

した。特に、2024年の百貨店における訪日外国人による売上は、前年を大きく上回り過去最高を記録しております。こ

の売上高は、コロナ禍前の2019年を上回る水準に達しており、百貨店業界の活気を取り戻す大きな要因となっていま

す。

一方、世界経済においては欧州や中東の地政学リスクや、各国の金融引き締め政策継続による景気の下振れリスク、

急激な為替変動等の影響に対する懸念が見られました。また、世界的インフレによってエネルギーや原材料価格が高騰

し、国内においても所得の伸びを上回る物価上昇に、一部において消費に慎重になる傾向も見受けられ、消費の二極化

がこれまで以上に進むなど、景気の先行きは依然不透明な状況が続いています。

こうした環境下において当社グループは、「三越伊勢丹グループ 企業理念」のミッションとして「こころ動かす、ひ

との力で。」を掲げ、「お客さまの暮らしを豊かにする“特別な”百貨店を中核とした小売グループ」というビジョン

の実現に向け、中期経営計画（2022～2024年度）に基づいて事業活動を進めてまいりました。

中期経営計画の最終年度である当連結会計年度は、第1フェーズである「百貨店の再生」を大幅進展させ、「館」にお

客さまを集客するマス向けのビジネスモデルである“館業”から、「個」のお客さまとつながる”個客業“への変革に

向け取り組みを強化してまいりました。特にマスから個へのマーケティングの取り組みにより、識別顧客数・識別顧客

売上高が増加し、個客とのつながりの深化で1人あたり年間購買額も着実に増加傾向にあります。また同時に次期「まち

化準備」フェーズに向けた取り組みを加速させるべく、地域百貨店や関係会社の事業構造改革への注力、「百貨店の科

学*」のグループ会社への浸透による経費コントロールを推し進め、国内百貨店事業を中心にした経営効率の大幅な改善

により財務体質を盤石にするよう図ってまいりました。

これらの取り組みを進めた結果、売上高は555,517百万円（前連結会計年度比3.6％増）、営業利益は76,313百万円

（前連結会計年度比40.4％増）、経常利益は88,123百万円（前連結会計年度比47.2％増）、親会社株主に帰属する当期

純利益は52,814百万円（前連結会計年度比5.0％減）となりました。

*「百貨店の科学」科学的視点を取り入れ経費や要員などをコントロールするための基準等を策定した手引書

セグメントの業績は次のとおりであります。

①百貨店業

国内百貨店においては、伊勢丹新宿本店や三越銀座店を中心に入店客数が大幅に伸長しました。また、免税売上高の

大幅な伸長に加えて、外商やエムアイカード会員などの識別顧客による売上が拡大しました。

当社グループでは、上質で豊かな生活を求めるお客さまの消費ニーズにお応えする「高感度上質戦略」を推進してお

り、伊勢丹新宿本店や三越銀座店のリモデルにより新規に導入したコンテンツ・MDが好調に推移しました。地域百貨店

においては、高感度上質消費を志向する全国のお客さまのご要望にお応えするため、伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店

への送客や商品の取り寄せを可能とする「拠点ネットワーク戦略」の取り組みを強化したことで、売上が拡大しまし

た。

「個客とつながるCRM戦略」としては、伊勢丹新宿本店「丹青会」、三越日本橋本店「逸品会」などの両本店のお得意

様向けのご招待会に加えて、各店で上位個客に向けた独自のおもてなし企画を実施しました。その結果、首都圏の都心

店舗だけでなく地域店舗においても前年実績を大きく上回り、国内百貨店計で過去最高の総額売上高を更新しておりま

す。さらなる戦略の推進に向け、2025年3月には海外個客向けアプリ「MITSUKOSHI ISETAN JAPAN」や年会費無料の「エ

ムアイカード ベーシック」を導入し、個客の識別化に向けた取り組みを強化しております。

合わせて、経費コントロールの取り組みを引き続き強化したことで、大幅な収益の改善につながりました。

海外店舗では、2023年8月にレストランをリモデルオープンした米国三越の売上が好調で、前年実績を大きく上回りま

した。また、マレーシアにおいても、先行してリモデルオープンしたKLCC店の食品エリアが全体を牽引し、売上が堅調

に推移しております。

このセグメントにおける売上高は461,136百万円（前連結会計年度比2.9％増）、営業利益は64,563百万円（前連結会

計年度比43.0％増）となりました。
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②クレジット・金融・友の会業

クレジット・金融・友の会業は、好調なグループ百貨店からの牽引に加え、割賦手数料やマーケティング事業収入の

拡大などにより、売上が前年実績を上回り増収となりました。また、収支構造改革の推進が奏功し、販売管理費の抑制

につながり、2024年度は前年度に続き増益となっております。なお、新たな金融サービスである伊勢丹新宿本店時計売

場における商品保証サービスは当初計画の加入率を達成し、新規カード入会にもつながるなど、将来の事業拡大に向け

た戦略推進に寄与しています。2025年3月には新たに会員数拡大に向けた「エムアイカード ベーシック」を導入し、足

元のカード獲得件数は大きく伸長しております。引き続き百貨店事業を通じてつながったすべての識別顧客の暮らし全

般に関わるご要望にお応えするべく、今後も金融サービスのラインアップを拡充してまいります。

このセグメントにおける売上高は34,433百万円（前連結会計年度比5.1％増）、営業利益は5,743百万円（前連結会計

年度比41.8％増）となりました。

③不動産業

不動産業は、新宿エリアの保有物件における賃料収入増加や建装事業のグループ間での連携強化により受注が増え、

増収増益となりました。

高品質な内装・造作家具、自社工場による高い品質と技術力を強みとする株式会社三越伊勢丹プロパティ・デザイン

では、外部の大型開発案件のホテルやオフィス、ブランドショップ改装の施工を中心に売上が拡大し、増収となりまし

た。

このセグメントにおける売上高は29,539百万円（前連結会計年度比10.3％増）、営業利益は3,615百万円（前連結会計

年度比18.7％増）となりました。

④その他

クイーンズ伊勢丹などのスーパーマーケット事業や食品のOEM製造事業を展開している株式会社エムアイフードスタイ

ルは、三越伊勢丹のグループ力を活かしたプライベートブランドの販路拡大やOEM受注拡大、エムアイカード会員に向け

たキャンペーンの実施など、グループでの取り組みを強化しました。2024年11月にはJR埼京線十条駅の再開発地区に

「クイーンズ伊勢丹十条店」を新規オープンし、販路を拡大しています。

旅行業の株式会社三越伊勢丹ニッコウトラベルは、国内旅行では、毎年ご好評頂いているチャータークルーズ催行、

海外旅行では独自の欧州リバークルーズの増発に加えてベルサイユ宮殿の貸切見学など、希少性の高い特別企画旅行を

展開しました。加えて、円安傾向や海外での物価高の影響を受けながらも原価管理と経費コントロールを徹底したこと

により、大幅な増収増益となりました。

広告・メディア事業の株式会社スタジオアルタは、屋外広告やデジタルサイネージ等の百貨店の広告メディア販売事

業が堅調に推移しました。また、グループ会社の広告制作を集約させた効果が継続し、大幅な増収増益となりました。

このセグメントにおける売上高は96,094百万円（前連結会計年度比5.5％増）、営業利益は2,079百万円（前年同四半

期比0.3％増）となりました

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は1,205,726百万円となり、前連結会計年度末に比べ19,376百万円減少しました。これは主

に、有利子負債の返済による現金及び預金の減少、のれん減損などによるものです。

負債合計では602,847百万円となり、前連結会計年度末から21,431百万円減少しました。これは主に、有利子負債の返

済などによるものです。

また、純資産は602,878百万円となり、前連結会計年度末から2,054百万円増加しました。これは主に、親会社株主に

帰属する当期純利益を計上したことおよび為替換算調整勘定が増加したことなどによるものです。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて30,555百万円減少し、41,834百万円と

なりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、89,564百万円の収入となり、前連結会計年度に比べ収入が32,669百万円増加

しました。これは主に、税金等調整前当期純利益が25,753百万円増加したこと及び売上債権の増減額が33,849百万円増

加したことなどによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、25,955百万円の支出となり、前連結会計年度に比べ支出が1,059百万円減少し

ました。これは主に、長期貸付による支出3,963百万円があった一方で、有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ

る収入が4,254百万円増加したことなどによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、94,909百万円の支出となり、前連結会計年度に比べ支出が26,423百万円増加

しました。これは主に、連結の範囲を伴わない子会社株式の取得による支出16,161百万円があったこと及び自己株式の

取得による支出が10,003百万円増加したことなどによるものです。

（４）今後の見通し

次期（2026年３月期）の通期業績見通しにつきましては、連結売上高557,000百万円（前連結会計年度比0.3％増）、

連結営業利益78,000百万円（前連結会計年度比2.2％増）、連結経常利益74,000百万円（前連結会計年度比16.0％減）、

親会社株主に帰属する当期純利益60,000百万円（前連結会計年度比13.6％増）を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針

当社は、企業価値の長期的な向上を図りつつ株主の皆様への利益還元を行っております。

現中期経営計画（2023年3月期～2025年3月期）におきましては、経営環境、業績、財務の健全性を総合的に勘案しな

がら、安定的な配当水準の維持、利益成長にあわせた中長期的な増配に加え、自己株式取得を組み合わせたトータルな

還元を、総還元性向50%の水準を意識して行ってまいりました。

2025年3月期の配当金につきましては、中間配当24円に期末配当30円を加えた54円といたします。また、自己株式取得

につきましては、総額250億円の取得を実施いたしました。

次期中期経営計画のフェーズⅠ (2026年3月期～2028年3月期)におきましては、配当と自己株式取得を組み合わせたト

ータルな還元を、総還元性向70%以上の水準(フェーズⅠ期間累計)で実施する方針です。配当につきましては、2025年3

月期の年間配当金を下限とする累進配当を実施いたします。自己株式取得につきましては、取得金額および取得期間を

含め、機動的に決定、実施いたします。

2026年3月期の配当金につきましては、中間配当30円に期末配当30円を加えた６円増配の年間60円の配当を予定してお

ります。また本日、2025年5月14日から2025年10月31日を取得期間とする最大300億円の自己株式取得について公表いた

しました。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは日本基準を適用しております。将来のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用について、国内外の動向

も踏まえて、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 68,177 38,795

受取手形、売掛金及び契約資産 154,501 155,277

有価証券 1,183 915

商品 23,779 23,215

製品 372 379

仕掛品 487 347

原材料及び貯蔵品 616 540

その他 41,772 39,136

貸倒引当金 △4,114 △3,692

流動資産合計 286,776 254,916

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 471,726 477,896

減価償却累計額 △325,594 △336,507

建物及び構築物（純額） 146,132 141,389

土地 529,485 534,742

建設仮勘定 13,034 14,289

使用権資産 5,677 14,349

減価償却累計額 △4,719 △10,595

使用権資産（純額） 957 3,753

その他 66,115 67,484

減価償却累計額 △50,893 △52,353

その他（純額） 15,221 15,130

有形固定資産合計 704,831 709,305

無形固定資産

ソフトウエア 17,234 17,223

のれん 9,489 －

その他 23,366 23,533

無形固定資産合計 50,090 40,757

投資その他の資産

投資有価証券 132,956 148,975

長期貸付金 13 4,035

差入保証金 37,438 34,880

退職給付に係る資産 3,531 3,525

繰延税金資産 4,661 4,908

その他 5,229 4,535

貸倒引当金 △468 △146

投資その他の資産合計 183,362 200,716

固定資産合計 938,284 950,779

繰延資産

社債発行費 41 30

繰延資産合計 41 30

資産合計 1,225,103 1,205,726
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 116,091 114,661

短期借入金 22,454 41,329

コマーシャル・ペーパー 25,000 －

未払法人税等 6,927 9,150

契約負債 99,132 99,115

商品券 25,608 26,100

賞与引当金 12,093 11,751

ポイント引当金 2,323 2,019

商品券回収損引当金 13,242 12,177

その他 70,300 63,040

流動負債合計 393,175 379,344

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 53,300 25,000

繰延税金負債 111,560 131,677

退職給付に係る負債 30,855 27,859

関係会社事業損失引当金 4 －

その他 15,384 18,966

固定負債合計 231,103 223,502

負債合計 624,278 602,847

純資産の部

株主資本

資本金 51,470 51,546

資本剰余金 323,857 284,022

利益剰余金 210,679 246,332

自己株式 △32,990 △28,519

株主資本合計 553,017 553,382

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,329 13,479

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 27,652 31,063

退職給付に係る調整累計額 1,919 3,622

その他の包括利益累計額合計 40,901 48,165

新株予約権 499 346

非支配株主持分 6,405 983

純資産合計 600,824 602,878

負債純資産合計 1,225,103 1,205,726
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 536,441 555,517

売上原価 217,504 217,841

売上総利益 318,937 337,675

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 9,588 9,437

ポイント引当金繰入額 220 △304

給料手当及び賞与 76,512 75,921

退職給付費用 3,859 3,453

貸倒引当金繰入額 532 53

減価償却費 22,721 22,671

地代家賃 32,777 32,009

業務委託費 29,871 28,393

その他 88,485 89,727

販売費及び一般管理費合計 264,568 261,362

営業利益 54,369 76,313

営業外収益

受取利息 562 800

受取配当金 570 686

持分法による投資利益 6,933 12,260

その他 2,394 3,313

営業外収益合計 10,461 17,060

営業外費用

支払利息 731 704

固定資産除却損 1,986 1,631

商品券回収損引当金繰入額 263 219

その他 1,973 2,695

営業外費用合計 4,953 5,250

経常利益 59,877 88,123
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

特別利益

投資有価証券売却益 1,446 4,993

特別利益合計 1,446 4,993

特別損失

減損損失 1,456 11,229

投資有価証券評価損 444 －

賃貸借契約変更損 1,179 －

店舗閉鎖損失 2,941 1,013

事業構造改善費用 180 －

特別損失合計 6,203 12,242

税金等調整前当期純利益 55,120 80,874

法人税、住民税及び事業税 9,264 13,076

法人税等調整額 △9,641 15,025

法人税等合計 △376 28,101

当期純利益 55,497 52,773

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △83 △41

親会社株主に帰属する当期純利益 55,580 52,814
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益 55,497 52,773

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,884 △1,693

繰延ヘッジ損益 △2 0

為替換算調整勘定 1,739 3,414

退職給付に係る調整額 1,682 1,702

持分法適用会社に対する持分相当額 6,432 4,392

その他の包括利益合計 14,737 7,816

包括利益 70,234 60,589

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 69,796 60,078

非支配株主に係る包括利益 437 510
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 51,276 323,609 162,708 △18,159 519,434

当期変動額

新株の発行 193 193 － － 387

剰余金の配当 － － △7,640 － △7,640

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ － 55,580 － 55,580

自己株式の取得 － － － △15,012 △15,012

自己株式の処分 － 54 － 181 236

自己株式の消却 － － － － －

連結及び持分法適用

範囲の変動
－ － 31 － 31

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－ △0 － － △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－ － － － －

当期変動額合計 193 248 47,971 △14,831 33,582

当期末残高 51,470 323,857 210,679 △32,990 553,017

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 5,514 2 20,931 237 26,685 886 5,512 552,519

当期変動額

新株の発行 － － － － － － － 387

剰余金の配当 － － － － － － － △7,640

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ － － － － － － 55,580

自己株式の取得 － － － － － － － △15,012

自己株式の処分 － － － － － － － 236

自己株式の消却 － － － － － － － －

連結及び持分法適用

範囲の変動
－ － － － － － － 31

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－ － － － － － － △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

5,814 △2 6,721 1,682 14,216 △387 893 14,722

当期変動額合計 5,814 △2 6,721 1,682 14,216 △387 893 48,304

当期末残高 11,329 0 27,652 1,919 40,901 499 6,405 600,824
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 51,470 323,857 210,679 △32,990 553,017

当期変動額

新株の発行 75 75 － － 151

剰余金の配当 － － △17,161 － △17,161

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ － 52,814 － 52,814

自己株式の取得 － － － △25,015 △25,015

自己株式の処分 － 144 － 129 273

自己株式の消却 － △29,357 － 29,357 －

連結及び持分法適用

範囲の変動
－ － － － －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－ △10,697 － － △10,697

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－ － － － －

当期変動額合計 75 △39,834 35,652 4,471 365

当期末残高 51,546 284,022 246,332 △28,519 553,382

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 11,329 0 27,652 1,919 40,901 499 6,405 600,824

当期変動額

新株の発行 － － － － － － － 151

剰余金の配当 － － － － － － － △17,161

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ － － － － － － 52,814

自己株式の取得 － － － － － － － △25,015

自己株式の処分 － － － － － － － 273

自己株式の消却 － － － － － － － －

連結及び持分法適用

範囲の変動
－ － － － － － － －

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

－ － － － － － － △10,697

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,150 0 3,410 1,703 7,264 △152 △5,421 1,689

当期変動額合計 2,150 0 3,410 1,703 7,264 △152 △5,421 2,054

当期末残高 13,479 0 31,063 3,622 48,165 346 983 602,878
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 55,120 80,874

減価償却費 24,309 24,213

減損損失 2,662 11,343

のれん償却額 843 843

貸倒引当金の増減額（△は減少） 133 △773

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △194 △478

受取利息及び受取配当金 △1,133 △1,486

支払利息 731 704

持分法による投資損益（△は益） △6,933 △12,260

賃貸借契約変更損 1,179 －

固定資産処分損益（△は益） 1,986 1,631

投資有価証券売却損益（△は益） △1,446 △4,993

投資有価証券評価損益（△は益） 444 －

売上債権の増減額（△は増加） △34,115 △266

棚卸資産の増減額（△は増加） 899 1,057

仕入債務の増減額（△は減少） 10,726 △1,918

未払費用の増減額（△は減少） 356 △1,012

未払金の増減額（△は減少） 3,573 △2,468

その他 △1,921 △886

小計 57,221 94,124

利息及び配当金の受取額 5,879 6,649

利息の支払額 △739 △711

法人税等の支払額 △7,279 △10,967

法人税等の還付額 1,812 468

営業活動によるキャッシュ・フロー 56,895 89,564
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △551 △10

定期預金の払戻による収入 551 10

短期貸付金の純増減額（△は増加） △468 51

有形固定資産の取得による支出 △21,568 △21,372

有形及び無形固定資産の売却による収入 250 259

無形固定資産の取得による支出 △5,907 △5,789

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △3,874 △4,948

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

4,299 8,554

長期貸付けによる支出 － △3,963

敷金及び保証金の回収による収入 1,757 2,456

敷金及び保証金の差入による支出 △272 △167

その他 △1,232 △1,038

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,015 △25,955

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 379 476

長期借入れによる収入 － 5,000

長期借入金の返済による支出 △19,500 △15,000

社債の償還による支出 △10,000 －

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

△15,000 △25,000

配当金の支払額 △7,616 △17,119

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △15,012 △25,015

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△17 △16,161

その他 △1,718 △2,089

財務活動によるキャッシュ・フロー △68,485 △94,909

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,287 744

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △37,318 △30,555

現金及び現金同等物の期首残高 109,039 72,390

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

669 －

現金及び現金同等物の期末残高 72,390 41,834
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算定

した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等に

応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上され

た法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応する税

額を損益に計上することといたしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又はその

他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算定する

ことが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従

っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっており

ます。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは百貨店業を中心に事業別のセグメントから構成されており、サービス内容・経済的特徴を考慮

した上で集約し、「百貨店業」、「クレジット・金融・友の会業」、「不動産業」を報告セグメントとしており

ます。

「百貨店業」は、衣料品・身廻品・雑貨・家庭用品・食料品等の販売を行っております。「クレジット・金

融・友の会業」は、クレジットカード・貸金・損害保険代理・生命保険募集代理・友の会運営等を行っておりま

す。「不動産業」は、不動産賃貸・テナントマネジメント・建物内装等を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法

と同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び

振替高は、市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

(単位：百万円)

報告セグメント

その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務

諸表計上額

（注）３百貨店業

クレジッ

ト・金融・

友の会業

不動産業 計

売上高

外部顧客への売上高 445,482 19,367 21,119 485,969 50,472 536,441 － 536,441

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,836 13,399 5,667 21,903 40,650 62,554 △62,554 －

計 448,319 32,766 26,787 507,873 91,123 598,996 △62,554 536,441

セグメント利益 45,159 4,050 3,044 52,254 2,073 54,328 40 54,369

セグメント資産 1,018,007 220,019 121,823 1,359,850 53,685 1,413,536 △188,433 1,225,103

その他の項目

減価償却費 17,375 1,871 528 19,775 4,693 24,469 △160 24,309

減損損失 （注）４ 2,011 － － 2,011 650 2,662 － 2,662

持分法適用会社への

投資額
100,414 － － 100,414 － 100,414 － 100,414

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
21,246 2,009 394 23,650 4,982 28,632 △297 28,335

(注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業、製造・輸出入等・卸売

業、物流業、人材サービス業、情報処理サービス業、旅行業等を含んでおります。

２ 調整額は、以下の通りであります。

（1）セグメント利益の調整額40百万円は、セグメント間取引消去、未実現利益等であります。

（2）セグメント資産の調整額△188,433百万円は、セグメント間債権債務消去等であります。

（3）減価償却費の調整額△160百万円は、セグメント間未実現利益であります。

（4）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△297百万円は、セグメント間取引消去及びセグメント

間未実現利益等であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

４ 連結損益計算書においては、上記減損損失のうち、1,205百万円は「店舗閉鎖損失」に含まれております。
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当連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

(単位：百万円)

報告セグメント

その他

(注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務

諸表計上額

（注）３百貨店業

クレジッ

ト・金融・

友の会業

不動産業 計

売上高

外部顧客への売上高 458,219 19,983 24,319 502,522 52,994 555,517 － 555,517

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,917 14,449 5,220 22,587 43,099 65,687 △65,687 －

計 461,136 34,433 29,539 525,110 96,094 621,204 △65,687 555,517

セグメント利益 64,563 5,743 3,615 73,921 2,079 76,000 313 76,313

セグメント資産 1,004,881 220,917 119,532 1,345,331 46,220 1,391,551 △185,825 1,205,726

その他の項目

減価償却費 16,927 2,034 547 19,509 4,879 24,389 △175 24,213

減損損失 （注）４ 2,381 － － 2,381 8,962 11,343 － 11,343

持分法適用会社への

投資額
120,035 － － 120,035 － 120,035 － 120,035

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額
23,503 1,946 346 25,797 6,423 32,220 △134 32,085

(注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、小売業、製造・輸出入等・卸売

業、物流業、人材サービス業、情報処理サービス業、旅行業等を含んでおります。

２ 調整額は、以下の通りであります。

（1）セグメント利益の調整額313百万円は、セグメント間取引消去、未実現利益等であります。

（2）セグメント資産の調整額△185,825百万円は、セグメント間債権債務消去等であります。

（3）減価償却費の調整額△175百万円は、セグメント間未実現利益であります。

（4）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額△134百万円は、セグメント間取引消去及びセグメント

間未実現利益等であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

４ 連結損益計算書においては、上記減損損失のうち、114百万円は「店舗閉鎖損失」に含まれております。



株式会社三越伊勢丹ホールディングス(3099) 2025年３月期 決算短信

17

【関連情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記

載を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

報告セグメント

その他 全社・消去 合計
百貨店業

クレジット・金

融・友の会業
不動産業 計

当期償却額 － － － － 843 － 843

当期末残高 － － － － 9,489 － 9,489

当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

報告セグメント

その他 全社・消去 合計
百貨店業

クレジット・金

融・友の会業
不動産業 計

当期償却額 － － － － 843 － 843

当期末残高 － － － － － － －

（注）当連結会計年度に、のれんの減損損失（8,645百万円）を計上しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 1,582.36円 1,646.23円

１株当たり当期純利益 145.79円 142.42円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 145.53円 142.27円

(注) １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
55,580 52,814

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
55,580 52,814

普通株式の期中平均株式数（千株） 381,243 370,841

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

普通株式増加数（千株） 676 391

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり当期純利益の算定に含まれなかった潜
在株式の概要

－ －
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(重要な後発事象)

（自己株式取得及び消却）

当社は、2025年５月13日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議するとともに、会社法第178条の規定に基づき、自己

株式を消却することを決議いたしました。

１．自己株式の取得及び消却を行う理由

当社は、企業価値の長期的な向上を図りつつ株主の皆様への利益還元を行っております。本件詳細につきまし

ては、「１.経営成績等の概況(５)利益配分に関する基本方針」を参照ください。

２．取得に係る事項の内容

（１）取得対象株式の種類 普通株式

（２）取得する株式の総数 20,000,000株（上限）

（３）株式の取得価額の総額 30,000,000,000円（上限）

（４）取得期間 2025年５月14日～2025年10月31日

（５）取得方法 東京証券取引所における市場買付

３. 消却に係る事項の内容

（１）消却対象株式の種類 普通株式

（２）消却する株式の数 上記２．により取得した自己株式の全株式数

（３）消却予定日 2025年11月14日

（執行役等を対象とした報酬制度の改定）

当社は、2025年5月13日開催の報酬委員会において、当社の取締役、執行役および執行役員（国内非居住者を除

く）を対象とした株式報酬制度を改定し、2025年度からこれを適用することを決議いたしました。

なお、当社の主要子会社の主たる役員（国内非居住者を除く）に対する株式報酬についても、当社と同様の制度に

改定することとします。今後開催予定の各社の取締役会において制度変更を決議し、本年5月に開催予定の各社の臨

時株主総会に付議いたします。

内容の詳細につきましては、2025年5月13日公表の適時開示文書「当社執行役等を対象とした報酬制度改定に関す

るお知らせ」の通りです。
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４．その他

役員の異動（2025年６月24日付予定）

①代表者の異動

該当事項はありません。

②その他の役員の異動

（１）新任取締役候補者

社外取締役 藤田 直介

（２）退任予定取締役

社外取締役 橋本 副孝 （現 社外取締役 取締役会議長）

（３）重任取締役候補者

取締役 細谷 敏幸 （現 取締役 代表執行役社長ＣＥＯ）

取締役 石塚 由紀 （現 取締役 監査委員会委員長）

取締役 牧野 欣功 （現 取締役 執行役常務 経営戦略領域管掌ＣＦＯ）

社外取締役 安藤 知子 （現 社外取締役 報酬委員会委員長 兼 監査委員会委員）

社外取締役 越智 仁 （現 社外取締役 指名委員会委員 兼 監査委員会委員）

社外取締役 岩本 敏男 （現 社外取締役 指名委員会委員長 兼 報酬委員会委員）

社外取締役 助野 健児 （現 社外取締役 指名委員会委員 兼 監査委員会委員）

社外取締役 松田 千恵子 （現 社外取締役 指名委員会委員 兼 報酬委員会委員）

③各委員会委員選定予定

氏名 指名委員会 報酬委員会 監査委員会 備考

１ 細谷 敏幸 代表執行役

２ 石塚 由紀 〇 監査委員会委員長

３ 牧野 欣功

４ 安藤 知子（社外） 〇 〇 報酬委員会委員長

５ 越智 仁（社外） 取締役会議長

６ 岩本 敏男（社外） 〇 〇 指名委員会委員長

７ 助野 健児（社外） 〇 〇

８ 松田 千恵子（社外） 〇 〇

９ 藤田 直介（社外） 〇 〇

委員会
委員数

社内取締役 ０ ０ １

社外取締役 ４ ３ ３

合計 ４ ３ ４


